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要 約

著者 らは,1979～1997年 にお もに宮崎県内における牛の奇形心469例 を解剖学的 に検索 した.心 室中隔欠損(VSD)

198例(42.2%),心 房 中隔欠損148例(31.6%),両 大 血管右室起始66例(14.1%),大 動 脈狭窄53例(11.3%),二

重 前大静 脈50例(10.7%),動 脈 管 開存45例(9.6%),後 大 静脈 奇静脈 流入42例(9.0%),フ ァ ロー四徴32例

(6.8%),左 心 低形成症候群25例(5.3%),大 血 管転換24例(5.1%),総 肺 静脈還流異常21例(4.5%)な ど53種 類,

延 べ893の 心 大血管奇形 に分類 された.単 独 心奇形が251例(53.5%),複 合 心奇形が218例(46.5%)で あ った.牛

では人や猫 と同 じく心室中隔欠損 が最 も多 かった.キ ーワー ド:牛,先 天性心疾患,宮 崎県.
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牛 の 先 天性心 疾患(CHD)に 関 す る報 告 は多 い が,

そ れ らは症 例報告や断片 的な もので,牛 のCHDの 種 類

とその発生 頻度 について検 討 した報告 は少 ない[3,9,

10,21].そ こ で,著 者 らは家畜のCHDの 特 徴 を明 らか

にす る 目的 の一環 として,牛 の奇 形心 を肉眼 的に観察

し,他 の動物 や人のそれ らと比較検討 した.

材 料 お よ び 方 法

材料 は1979年 ～1997年 にお もに宮崎県内か ら宮崎大

学 に搬 入 された牛 の奇形心469例 で あ る.そ の内訳 は,

先 天異常 や各種疾病 によ り死亡 または予後不 良 と診 断さ

れ剖検 した4,301例 中 の373例 と,精 査 を依頼 された96

例 の 奇 形 心 で あ る.こ れ らの 奇 形心 は,Beckerと

Anderson[2]の 連 続性 区分分析法 に従 って形態学 的

に分類 された.

成 績

CHD牛469例 の 日齢 を表1に 示 した.生 後30日 以 内

の ものが66.3%(469例 中311例;以 後311/469)を 占

め[黒 毛和 種64.7%(207/320),ホ ル ス タ イ ン種

69.2%(83/120)],特 に0～7日 齢 が49.5%

(232/469)と 多 か った.品 種別 には黒毛和種 が49.1%,

ホ ル ス タイ ン種 が50.0%,F1(ホ ル ス タイ ン種 と黒毛

和種 の雑種)が55.0%,褐 毛和 種が44.4%と,品 種 に

よる差 はみ られ なかった.

469例 の 奇形心 に53種 類,延 べ893のCHDが 認 め ら

れ た(表2).53種 類 のCHDの う ち,心 室 中隔 欠損

(VSD)が198例(42.2%)で 最 も多 く,次 いで心房 中

隔欠損(ASD)が148例(31.6%),両 大血管右室起始

(DORV)が66例(14.1%),大 動脈狭窄が53例

(11.3%),二 重前大静脈が50例(10.7%),動 脈管開存

(PDA)が45例(9.6%),後 大静脈奇静脈流入が42例

(9.0%),フ アロー四徴(TF)が32例(6.8%),左 心低

形成症候群が25例(5.3%),大 血管転換(TGA)が24

例(5.1%),総 肺静脈還流異常が21例(4.5%)で あっ

た.肺 動脈弁奇形には二尖肺動脈弁,肺 動脈弁融合,肺

動脈弁閉鎖および四尖肺動脈弁が,大 動脈弁奇形には大

動脈弁閉鎖,四 尖大動脈弁および二尖大動脈弁がそれぞ

れ含 まれていた.そ の他,逸 所心,心 内膜線維弾性症,

単心室がそれぞれ7例,心 房逆位が6例,肺 動脈騎乗が

5例,両 大血管左室起始,右 大動脈弓,二 重左房室口,

左房室弁閉鎖がそれぞれ4例,大 動脈閉鎖,心 内膜床欠

損,右 前大静脈を欠損 した左前大静脈遺残,二 重右房室

口,重 複大動脈弓,融 合心,騎 乗右房室弁,無 心体がそ

れぞれ3例,右 房室弁閉鎖,両 心房左室流入,右 室二腔

心がそれぞれ2例,十 字架心,両 心耳近位,左 心耳欠損,

左前大静脈左房流入,右 肺動脈大動脈起始,門 脈体循環

短絡,二 重動脈管,肺 静脈閉鎖がそれぞれ1例 であった

(表2).

198例 にみられたVSDは,単 独奇形が46例(23.2%),

他のCHDと 合併 したものが152例(76.8%)で あった.

VSDに 合併 したCHDと してはASDが45例 で最 も多

く,DORVが14例,TGAが10例,大 動脈狭窄が7例,

肺動脈閉鎖が5例 であった.VSDに2種 類以上のCHD

が合併するものが64.2%に みられた.ま たVSDの 位置

は膜 性部 が73.2%(145/198),漏 斗部18.7%
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表1先 天性心疾患を示 した牛の品種と日齢

*F1は ホルスタイン種と黒毛和種の雑種

表2牛 の先天性心疾患の種類と合併割合および性別

(37/198),筋 部4.5%(9/198),流 入 部2.0%(4/198)

お よび混合型1.5%(3/198)で あ った.

148例 にみ られたASDは,単 独奇形が54例(36.5%),

他 のCHDと 合 併 した ものが94例(63.5%)で あ った.

ASDの 位 置 は二次 口型が145例(98.0%)で,一 次 お

よび二次口型,静 脈洞型,単 心房型がそれぞれ1例 であ

った.ASDと 合 併 するCHDと して はVSDが45例 で最

も多 く,DORVが24例,大 動脈狭 窄が15例,TFと 肺

動脈狭窄がそれぞれ5例 であった.

66例 にみ られたDORVは,全 例 が他 のCHDと の 合

併奇形 であった.VSDと の 関係 では,大 動脈下 にVSD

が あ るもの8例(12.1%),両 大 血管下 にVSDが あ るも

の11例(16.7%)(図1),両 大 血管 か ら離 れてVSDが

あ る もの31例(47.0%)で あ り,VSDを 伴 なわない も

のは16例(24.2%)で あ った.

奇 形 心469例 の うち単独 奇形 が251例(53.5%),2

種 類 以上 の重複奇形 を伴 った ものが218例(46.5%)で

あ った.後 大静 脈奇静脈流 入で は88.1%,心 内膜 線維

弾性症 で は71.4%,総 肺 静脈還流 異常で は66.7%が そ

れぞれ単独 奇形 であった.一 方,DORVと 左 心 低形 成

症 候群 で は全 例 が,大 動脈狭 窄 で は98.1%(52/53)

が,肺 動 脈 狭 窄で は93.8%(15/16)が,TGAで は

79.2%(19/24)が,VSDで は76.8%(152/198)が,

PDAで は71.1%(32/45)が,二 重 前 大 静 脈 で は

64.0%(32/50)が,ASDで は63.5%(94/148)が 他

のCHDを 伴 っていた.

CHDの 種 類 と性別 との関係で は,延 べ893例 のCHD

の うち444例(49.7%)が 雄 であ り,442例(49.5%)

が雌 であった.発 生頻度の高かった上位20のCHDの う

ち,雄 に多 かっ たCHDは 房 室不 一致(Lル ー プ心臓,

心 室逆位)(64.3%),総 肺 静脈 還流異常(61.9%),後

大 静脈奇静脈流入(57.1%),大 動 脈狭窄(56.6%)で

あ っ た(表2).一 方,雌 に多 か っ たCHDは 逸 所 心

(71.4%),DORV(57.6%),単 心 室(57.1%),左 心 低

形成症候群(56.0%)で あ った(表2).

また,三 子で生 まれた2組 と双子 で生 まれた7組 の う
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ち,各 組 と も1子 のみの計9例 にCHDが み られた.そ

れ らの 日齢 は0～90日 齢 であった.CHDの 種 類 はVSD

が4例,無 心体 が3例,ASDとDORVが そ れぞれ2例,

心 内膜床 欠損,大 動脈縮窄,肺 動脈閉鎖お よび後大静脈

図1黒 毛 和 種,雄,57日 齢.両 大血 管 下 にVSDを 伴 う

両 大 血 管 右 室起 始,前 方 よ りみ る.

AO:大 動 脈PT:肺 動 脈 幹RV:右 心 室,VSD:

心 室 中 隔 欠損.

奇静脈流入がそれぞれ1例 であった.同 腹他子 を剖検 し

た ものは1例 しかなかったが,幼 齢時に死亡 した ものが

3例 で,正 常に発育 した ものが5例 であった.

考 察

今 回の検索結 果で は,VSDの 発 生が最 も高頻 度で あ

り,牛 で多数のCHDを 収 集 した過去の報告例[13,24]

と同 様 であった.人[12,15]と 猫[7]で は 今 回検索

した牛 と同様VSDが,豚[4,8]で はASDが,犬[18]

で はPDAが そ れぞれ最 も高頻 度 に発生 してお り,動 物

種 に よって多発す るCHDの 種 類 が異 なる ことが示唆 さ

れている(表3).

さ ら に最 も多かったVSDに つ いてその位 置 を観察す

る と,膜 性 部 とその周辺 部が73.2%と 最 も多 く,次 い

で漏 斗部での18.7%で あ った.人 でのVSDの 発 生位 置

は膜性 部が67.7%[20]あ る いは66.1%[23]と 最 も

多 く,今 回の牛での検索結 果 と類似 していた(表4).し

か し,次 に 多 いVSD発 生 位 置 は西 洋 人 で は筋 部 が

17.7%[20],日 本 人で は漏斗部が31.6%[23]と 人種

によって異なっている.人 ではVSDの 自然閉鎖が生後1

カ月以内 に起 こるため,対 象 をどの 日齢あ るいは月齢 で

捉 えたか に左右 される[15].ま た,羊 で は膜性 部の発

生が68.6%,筋 部 の発生が20%,混 合 型 が11。4%で あ

り[6],牛 で は筋部 と混合型の発生頻度が羊 よ り低か っ

た(表4).VSDは 心 室 間孔 を閉ざす 中隔(心 室 中隔,

左 右 の円錐隆起,房 室 問心 内膜 隆起)の 成長不足 によっ

て生ず るとされてお り,家 畜 では特 に牛 でその発生頻度

が高 い[16].し か しなが ら,牛 のVSDの 位 置が 人や羊

表3家 畜および人の先天性心疾患の種類と頻度
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表4心 室 中 隔 欠 損 の 位 置

と異 なっている理 由については究明で きなか った.

CHDに お けるDORVの 発 生 頻度 は14.1%で,VSD,

ASDに つ いで多 かった.ま たその発生 頻度 は他 の動物

に比 べて高 く[7,8],牛 のCHDの 特 徴 と考 え られ た.

人 でのVSDは 大 動脈下 にあ るものが最 も多 く(51%),

次 い で肺動脈 下 にあ るもの(30%),両 大 血管下 にあ る

もの(12%),両 大 血 管か ら離 れた ところにあ る もの

(7%),VSDを 伴 わ ない もの(5%)と の 報 告が あ る

[11].今 回 の検索 では両大血管か ら離れた ところにある

ものが最 も多 く(47.0%),次 い でVSDを 伴 わない もの

が多 く(24.2%),牛 のDORVの 特 徴 と考 え られた.

他 の動物 や人での重複CHDの 合 併率 は,鶏 で32.3%

[22],猫 で25.0%[7],羊 で17.6%[6],犬 で11.0%

[18],人 で60.8%[12]と 報 告 されてお り,今 回 の牛

の合併率 は人に次 いで高か った.牛 では他 の動物 と比較

して人[12,15]と 同 様 にVSDの 発 生 が多 い ことに起

因 して,他 の大血管奇形が合併 したためと考 えられた.

人 ではCHD全 体 でみ る と性 差 は ない と され てい る

[5,19].し か し,CHDの 種 類 別 ではTGA,TF,大 動

脈 縮窄,大 動脈弁狭 窄が男性 に,PDA,肺 動 脈 弁狭窄

症,ASDが 女 性 にそ れぞれ優位 であ ると報 告 され てい

る[5,14].今 回,発 生頻 度の高 い牛 のCHDと して総

肺 静脈 還 流 異 常,房 室 不 一 致,大 動 脈 狭 窄 が 雄 に,

DORV,左 心低 形成症候群 が雌 にそれぞ れ優位 であ り,

牛 では人[5,14]と 趣 を異 にしていた.

今 回,多 生子9組(三 子2,双 子7)の いず れも1子 の

み にCHDが み られたが,三 子 また は双子のいず れ もが

CHDで あ った とい う報告 は牛 ではない.今 回 も同腹子

を剖検 したのは1例 のみ で,そ の他 の3例 の他子 は農家

で死亡 ・処分 された ため剖検 してお らず,CHDの 有 無

を含 め詳細 は不 明であった.人 で は無作為 に診断 した症

例 におい て,双 生児 の両児 にCHDを 有 す る率 は一卵性

で高率 に認め られてい る(21.6%,46%)[1,17].し

か し,一 卵性 で も50～70%で は 一方に しかCHDが み

られない ことか ら,遺 伝 的要 因のみ ならず環境 的要因 も

CHDの 発 生 に関与 してい ると推察 されている[1,17].

この 点の解 明は牛ではほ とん どなされてお らず,今 後 の

CHDの 検索にあたっては遺伝学,疫 学などあらゆる方

面からの究明が必要であると考えられた.
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Morphologies of 469 Cases of Congenital Heart Diseases in Cattle

Kouji OHWADA* and Takayuki MURAKAMI

* Miyazaki Prefectural Federation of Agricultural Mutual Aid Associations,
118 Miyawaki-cho, Miyazaki 880-0877, Japan

SUMMARY

We investigated 469 cases of congenital heart diseases in malformed bovine hearts collected mainly in
Miyazaki Prefecture from 1979 to 1997. A total of 893 diseases, subdivided into 53 types, were represented.
Most frequently encountered was ventricular septal defect (198 cases; 42.2%).This was followed by atrial sep-

tal defect (148 cases; 31.6%), double-outlet right ventricle (66 cases; 14.1%), aortic stenosis (53 cases; 11.3%),
double cranial venae cavae (50 cases; 10.7%), patent ductus arteriosus (45 cases; 9.6%), anomalos caudal vena
cava with azygous continuation (42 cases; 9.0%), the tetralogy of Fallot (32 cases; 6.8%) , hypoplastic left ven-
tricle syndrome (25 cases; 6.8%), complete transposition of the great arteries (24 cases; 5.1%), and total anom-
alous pulmonary venous connection (21 cases; 4.5%). Simple cardiac defects were detected in 251 cases

(53.5%) and complex cardiac in 218 cases (46.5%). This study demonstrates that in cattle as well as in human
beings and cats, ventricular septal defect is encountered most frequently.

Key words cattle, congenital heart disease, Miyazaki Prefecture.
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